
１．午前
　１６－１

　選択科目（　　～　）　　全科目
　１６－４

　Ⅰ－１　次の問題について解答せよ。（答案用紙6枚以内にまとめよ。）

　　　あなたが受験申込書に記入した「専門とする事項」に関連して、あなた自身が体験したも
　　の5件以内を、用紙1枚以内に簡潔に列挙せよ。時期の古いものから順に、業務名、該当期
　　間、その業務に関わった人数、あなたの役割を記せ。
　　　次に、その中から技術士にふさわしいと思う2件について、1件3枚以内、2件合計5枚
　　以内で詳しく説明せよ。業務内容、主要な技術課題と解決策、そこで生かした情報工学に関
　　する専門知識、あなたが発揮した創意工夫、そして最近の技術水準からみたときの評価と将
　　来展望に言及すること。



２．午後
　　必須科目　（１６）　情報工学一般

　　Ⅱ－１　次の20問題のうち15問題を選んで解答せよ。（解答欄に1つだけマークすること。）

　　　Ⅱ－１－１　コンピュータの処理性能を改善するための方式として最適なものは次のうちど
　　　　れか。
　　　　①　ウォータフォール　　　　　②　オブジェクト指向　　　　　　　　　③　パイプライン
　　　　④　フラグメンテーション　　　⑤　レイトレーシング

　　　Ⅱ－１－２　ソート法に関する次の記述の中で、正しいものはどれか。

　　　　①　ｎ個のデータを対象としたバブルソートの計算量はＯ（n log n）で表される。
　　　　②　クイックソートでは、データを２つのグループに分ける基準値（ピボットともいう）
　　　　　として、なるべくデータ中の最大値を選ぶのが、効率上、好ましい。
　　　　③　どのような順序で与えられたデータでも、データの個数さえ同じであれば同一時間で
　　　　　ソートできる方法を、安定なソート法という。
　　　　④　ヒープソートは、与えられたデータの順序にかかわらず、ソートに要する時間のばら
　　　　　つきが少ないソート法である。
　　　　⑤　ビンソート（バケットソートともいう）は、実数値を対象としたソート法である。

　　　Ⅱ－１－３　次の論理関数の入力と出力の０を１に置き換え、１を０に置き換えたときに、
　　　　元の論理関数と同じ機能を実現することになるものは次のうちどれか。ただし、∧は論理
　　　　積、∨は論理和、～は論理否定をそれぞれ表す。

　　　　①　Ａ∧Ｂ
　　　　②　（Ａ∧～Ｂ）∨（～Ａ∧Ｂ）
　　　　③　Ａ∨Ｂ∨Ｃ
　　　　④　（Ａ∧Ｂ）∨（Ｂ∧Ｃ）∨（Ｃ∧Ａ）
　　　　⑤　（Ａ∧～Ｂ）∨（Ｂ∧～Ｃ）∨（Ｃ∨～Ａ）

　　　Ⅱ－１－４　圧縮していない６４０×４８０画素のＲＧＢ表現によるフルカラー画像のファイルサ
　　　　イズとして、適切なものを次の中から選べ。

　　　　①　約３０ＫＢ　　②　約１００ＫＢ　　　③　約３００ＫＢ　　　④　約１ＭＢ　　　⑤　約３ＫＢ

　　　Ⅱ－１－５　次に示す機械学習に関連した手法のうち、事象の発生過程を、状態遷移ネット
　　　　ワークを利用して統計的に予測する手法で、Baum-Welchなどの学習アルゴリズムが用
　　　　いられ、音声認識やゲノム情報解析に利用されているものはどれか。

　　　　①　ニューラルネットワーク　　　　　　　　　　　　　　　　②　帰納論理プログラミング
　　　　③　遺伝的アルゴリズム　 　　　　　　　　　　　　　　　　④　隠れマルコフモデル
　　　　⑤　サポートベクターマシン　



　　　Ⅱ－１－６　次の図は、あるシステム開発プロジェクトにおける作業工程（Ａ～Ｈ）と必要
　　　　な期間（日）を示すアローダイアグラムである。作業開始から作業Ｈを開始するまでの最
　　　　短の期間は何日間か。ここで、破線の矢印はダミー作業を示すものとする。

　　　　①　７　　　　②　８　　　　　③　９　　　　　④　１０　　　　　⑤　１１

　　　Ⅱ－１－７　アーンドバリューマネジメント（ＥＶＭ）によりプロジェクト管理を行ってい
　　　　る。現時点での報告値は、下記のとおりである。現時点での作業効率が維持されるとき、
　　　　最終的なコストはいくらになると予想できるか。下図は、各値の関係を示したものである。
　　　　　　　
　　　　　　　完成時総予算　　　　　　　　　　　　　３０００万円
　　　　　　　出来高計画値　　　　　　　　　　　　　１０００万円
　　　　　　　出来高実績値　　　　　　　　　　　　　　９００万円
　　　　　　　実コスト　　　　　　　　　　　　　　　　　１２００万円

　　　　①　２５００万円　　　　　　　　②　２７００万円　　　　　　　　　　　　③　３３３３万円
　　　　④　３６００万円　　　　　　　　⑤　４０００万円

図：アーンドバリューマネジメントにおける各値の関係
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　　　Ⅱ－１－８　三角形の各辺に対応するように３つの自然数を引数で渡して、正三角形、直角
　　　　三角形、二等辺三角形のいずれにあたるかを返すプログラムをテストしたい。次の３つの
　　　　カテゴリを設定してテストケースを用意した。これ以外に追加する必要のないテストケー
　　　　スは次のどれか。

　　　　カテゴリ１　：　正三角形になるケース。　　　例：（４　４　４）、（５　５　５）、（６　６　６）
　　　　カテゴリ２　：　直角三角形になるケース。　 例：（５　４　３）、（５　３　４）、（４　３　５）
　　　　カテゴリ３　：　二等辺三角形になるケース。例：（５　５　３）、（５　３　５）、（３　５　５）

　　　　①　三角形にならないケース
　　　　②　数字以外の引数のケース
　　　　③　直角二等辺三角形になるケース
　　　　④　引数の数が過不足するケース
　　　　⑤　不等辺三角形になるケース

　　　Ⅱ－１－９　業務活動をエピソードととらえ、そのシナリオを記述することを通してユーザ
　　　　要求を抽出する手法がある。この手法に関する記述として、適切なものは次のうちどれか。

　　　　①　業務目標を達成できないシナリオも作成する。
　　　　②　システムのアーキテクチャを詳細に記述する。
　　　　③　専用の記述言語を用いて形式的かつ厳密に記述する。
　　　　④　特定の事例ではなく、一般的な「型」に注目して記述する。
　　　　⑤　場面のおもしろさや登場人物の心理的描写を中心に書く。

　　　Ⅱ－１－１０　次のコードは、配列　v　を検索する関数 search のプログラムである。配列 v
　　　　のサイズは２以上の値の length で、 v[1]～v[length-1]には、いろいろな整数値が入って
　　　　いる。ある整数 x を与えられると、配列 v の中で x と等しい値が入っている最大の位置
　　　　（添え字）を返す関数 search として適切なものにするには　　　　　　　　　　　　の部分に　　　　　
　　　　どのようなコードを与えるとよいか。ただし、整数 x と等しい値が配列 v に含まれていな
　　　　ければ、０を返す。また、このプログラム言語では配列の添え字は０から始まるものとす
　　　　る。

　　　　①　int i = length ;
　　　　②　int i = length ;      　　　v[length]  = x  ;
　　　　③　int i = length　-  1 ;
　　　　④　int i = length　-  1 ;　　 v[length]  = x  ;
　　　　⑤　int i = length　-  1 ;     v[0]  = x  ;

＊＊＊（ａ）＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　int search( int v[ ], int x , int length)    {

                                        while ( v[ i ]   ! = x )  {
                                             i--;
                                        }
                                        return i;
                                    }

      ***(a)***



　　　Ⅱ－１－１１　ある大学のある学科の学生は学期初めに次のような履修届を提出する。

科目番号 科目名 担当教員
1001 英語リーディング１ 大山慶子
1002 英語ライティング１ 大口一郎
1003 英語スピーキング１ 大口一郎
2001 英語リーディング２ 斎藤花子

　　　　　この履修届を表現するデータモデルとして適切なものは次のどれか。ただし、教員
　　　　には教員番号が振られており、１つの科目は1人の教員が担当する。また、Ａ（b,c,・・・）
　　　　という表記において、Ａは表名、bやcは属性名を表し、実線のついた属性名は主キー、
　　　　破線のついたものは外部キーを意味し、主キーの一部が外部キーである場合にも破線をつ
　　　　けるものとする。

　　　　①　履修届（受付番号、受付日） ②　履修届（受付番号、受付日、学籍番号）

　　　　　　 履修明細（学籍番号、科目番号、教員番号）　　 履修明細（受付番号、科目番号）

　　　　　　 科目（科目番号、科目名） 　　 科目（科目番号、科目名、教員番号）

　　　　　　 学生（学籍番号、学生氏名） 　　 学生（学籍番号、学生氏名）

　　　　　 　教員（教員番号、教員氏名） 　 　教員（教員番号、教員氏名）

　　　　③　履修届（受付番号、受付日、学籍番号） ④　履修届（受付番号、受付日、学籍番号）

　　　　　　 履修明細（受付番号、教員番号） 　　 履修明細（科目番号、教員番号）

　　　　　　 科目（科目番号、科目名） 　　 科目（科目番号、科目名、教員番号、教員氏名）

　　　　　　 学生（学籍番号、学生氏名） 　　 学生（学籍番号、学生氏名）

　　　　　 　教員（教員番号、教員氏名、科目番号）

　　　　⑤　履修届（受付番号、受付日、学籍番号）

　　　　　　 履修明細（科目番号、教員番号）

　　　　　　 科目（科目番号、科目名）

　　　　　　 学生（学籍番号、学生氏名）

　　　　　 　教員（教員番号、教員氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　受付番号　　0102
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　受付日　2005．04．18

履修届
                                             学籍番号　200502567
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生氏名　山田太郎



　　　Ⅱ－１－１２　Ｗｅｂサービスの電話帳に相当するもので、ホワイトページ、イエローペー
　　　　ジ、グリーンページなどの情報を公開して検索できるようにする仕組みは次のうちどれか。

　　　　①　ＤＦＤ（Data Flow Diagram)
　　　　②　ＯＭＧ　ＩＤＬ(OMG Interface Definition Language)
　　　　③　ＵＤＤＩ(Universal Description , Discovery and Integration)
　　　　④　ＷＳ－ＣＤＬ(Web Services Choreography Description Language)
　　　　⑤　ＷＳＤＬ(Web Services Description Language)

　　　Ⅱ－１－１３　Ｗｅｂアプリケーションにおけるセッション管理に関する次の記述で正しい
　　　　ものはどれか。

　　　　①　いったん付与されたセッションＩＤは、一定時間経過すれば無効とする（タイムアウ
　　　　　ト）ことで安全性が高まる。

　　　　②　Ｗｅｂアプリケーションで利用されるhttpプロトコルはステートフルなので、アプリ
　　　　　ケーションレベルでの配慮は不要である。

　　　　③　クッキー（Ｃｏｏｋｉｅ）はＷｅｂブラウザの設定によらず利用可能なので、セッション管
　　　　　理には必ずクッキーが利用されている。

　　　　④　セッションＩＤはセッションの利用者を明確にするためにユーザ名と同一にするのが
　　　　　よい。

　　　　⑤　セッションＩＤの送信にはＧＥＴメソッドを使う方がＰＯＳＴメソッドよりも安全である。

　　　Ⅱ－１－１４　個人情報の保護に関する次の記述のうち正しいものはどれか。なお、平成
　　　　17年4月から施行されている個人情報保護法および平成16年10月経済産業省が発表した
　　　　個人情報の保護について経済産業分野を対象とするガイドラインに準拠して解答せよ。

　　　　①　あいうえお順に整理されてファイルされた名刺は保護の対象となる。

　　　　②　メールアドレスは手書きであれば保護の対象とならない。

　　　　③　故人であっても個人情報は例外なしに保護の対象となる。

　　　　④　3000名以上の個人情報を保持している業者は個人情報取扱事業者として取り扱われ
　　　　　る。

　　　　⑤　法人に関する情報も個人に準じて保護の対象となる。

　　　Ⅱ－１－１５　企業が立案した戦略を確実に実行するための手段の1つに、R.S.Kaplanと
　　　　D.P.Nortonの発表したバランススコアカードがある。彼らの提案したその評価基準に含
　　　　まれないものは次のうちどれか。

　　　　①　学習と成長の視点（Learning and Growth Perspective)

　　　　②　顧客の視点(Customer Perspective)

　　　　③　国際戦略の視点(International-Marketing Perspective)

　　　　④　財務の視点(Financial Perspective)

　　　　⑤　内部業務プロセスの視点(Internal-Business-Process Perspective)



　　　Ⅱ－１－１６　ＬＡＮ(Local Area Network)機器に関する次の説明のうち、適切なもの
　　　　を選べ。

　　　　①　ＬＡＮ機器の状態を監視・制御するための方式として、一般にＳＮＭＰ(Simple
　　　　　Network Management Protocol)が用いられる。ＳＮＭＰでは、一般的に信頼性を高
　　　　　めるため、誤り制御機能を持つＴＣＰが用いられる。

　　　　②　イーサネット型のＬＡＮスイッチは、内部にバッファメモリを持ちアドレス学習機
　　　　　能を持っているので、ブロードキャストフレームの拡散を防止できる。

　　　　③　リピータハブはネットワーク内のループを検出してループを自動的に切断するスパ
　　　　　ニングツリー方式の経路制御機能を持っている。

　　　　④　ＶＬＡＮ(Virtual Local Area Network)は、接続された端末をグループ化し、ネッ
　　　　　トワーク層で転送制御することにより、仮想の論理的なサブネットワークを構成する。

　　　　⑤　一般にレイヤ３スイッチは、ＩＰパケットの転送をハードウェアで高速に処理する。

　　　Ⅱ－１－１７　暗号技術に関連する次の説明のうち、適切なものを選べ。
　　　
　　　　①　ＳＨＡ－１等のハッシュ関数は、入力したメッセージを圧縮しダイジェストを出力する
　　　　　機能を持ち、出力されたダイジェストは必要に応じ、元のメッセージに復元できる。

　　　　②　電子証明書は共通鍵方式の暗号鍵が本人の物（本物）であることを証明するものであ
　　　　　る。

　　　　③　公開鍵暗号系では、秘密鍵で暗号化されたデータは、対応する公開鍵でしか復号でき
　　　　　ず、公開鍵で暗号化されたデータは、対応する秘密鍵でしか復号できない。

　　　　④　送り手はハッシュ関数を使用してメッセージのダイジェストを作成し、公開鍵方式の
　　　　　公開鍵を使ってそのダイジェストを暗号化し、メッセージに添付して受け手に送信する
　　　　　ことで電子署名を行うことができ、受け手はメッセージが改変されてないことを確認で
　　　　　きる。

　　　　⑤　ＲＳＡなどの非対象方式の鍵では、2種類の鍵がペアとなっているが、一般にどちら
　　　　　の鍵も公開して使用されるので、公開鍵方式と称される。

　　　　Ⅱ－１－１８　次のＥＤＩ（Electronic Data Interchange：電子データ交換）に関する説明
　　　　　で 　　　～　　　　の組合せとして適当なものは①～⑤のうちどれか。

　　　　　　インターネットを用いたＥＤＩにはＷｅｂ型、電子メール型とファイル転送型がある。デー
　　　　　タ入力の観点で、一度に多数件を扱う場合には　　　　型ＥＤＩの方が　　　　型ＥＤＩよりも有
　　　　　効である。　　　　　型ＥＤＩでは一般的に情報入力やファイルのダウンロードやアップロード
　　　　　が自動化できない。　　　　　型ＥＤＩは専用線やＶＡＮ(Value Added Network：付加価値
　　　　　通信網）を利用した従来のＥＤＩの回線をインターネットに置き換えたものと考えることが
　　　　　できる。

　　　　　　　　　　（a）　　　　　　　　（b）　　　　　　　　（c）　　　　　　　　　（d）
　　　　①　電子メール　　　　　　　Ｗｅｂ　　　　　ファイル転送　　　　電子メール　　　
　　　　
　　　　②　電子メール　　　　　　　Ｗｅｂ　　　　　　　Ｗｅｂ　　　　　　　ファイル転送

　　　　③　　　Ｗｅｂ　　　　　　　電子メール　　　　　Ｗｅｂ　　　　　　　ファイル転送

　　　　④　　　Ｗｅｂ　　　　　　　ファイル転送　　　電子メール　　　　　Ｗｅｂ

　　　　⑤　ファイル転送　　　　電子メール　　　　 電子メール　　　　　Ｗｅｂ

　a

　a 　b
　c

　d

　d



　　　　Ⅱ－１－１９　２０Ｋｍ離れたa地点とb地点の間で、１Ｇｂｙｔｅのデータを以下の２つの方法
　　　　　で転送を行うものとする。

　　　　　　手法Ａ：　ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－Ｒなどのメディアに書かれたデータを、平均速度６０Ｋｍの
　　　　　　　　　　　バイク便で送る。

　　　　　　手法Ｂ：　１００Ｍｂｐｓの通信回線で、データを転送する。

　　　　　この２つの方法でのデータ転送に関して最も適切なものを次の中から選べ。

　　　　　①　手法Ａの方が、手法Ｂの１２０倍の時間がかかる。
　　
　　　　　②　手法Ａの方が、手法Ｂの１５倍の時間がかかる。

　　　　　③　手法Ａの方が、手法Ｂの３倍の時間がかかる。

　　　　　④　手法Ｂの方が、手法Ａの１５倍の時間がかかる。

　　　　　⑤　手法Ｂの方が、手法Ａの１２０倍の時間がかかる。

　　　　Ⅱ－１－２０　ＩＰ（Internet Protocol）電話に関する次の説明のうち正しい説明はどれか。

　　　　　①　公衆回線網を利用した従来の電話では音声信号は全てアナログ信号で送られるのに対
　　　　　　し、ＩＰ電話では音声信号は途中でデジタル信号に変換されて送られる。

　　　　　②　ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）はＩＰ電話専用のプロトコルである。

　　　　　③　ＩＰ電話を構築するために必要な機器として、電話番号とＩＰアドレスの変換を行う
　　　　　　ＶｏＩＰ（Voice over IP）ゲートウェイと、音声データのパケット処理を行うゲートキ
　　　　　　ーパーがある。

　　　　　④　パケット損失と伝送遅延がＩＰ電話の品質劣化を引き起こす。

　　　　　⑤　通信事業者の提供するＩＰセントレックスサービスを使って、複数拠点を結ぶ企業内
　　　　　　ＩＰ電話システムを実現した場合には、各拠点にＩＰ－ＰＢＸが必要である。



２．午後
　　必須科目　（１６）　情報工学一般

　　Ⅱ－２　次の４問題の中から３問題を選んで解答せよ。（青色の答案用紙を使用し、問題ごと
　　　に用紙を替えて解答問題番号を明記し、それぞれ１枚以内にまとめよ。）

　　　　Ⅱ－２－１　ユビキタスコンピューティングとは何か、その特徴を述べよ。また、実現しう
　　　　　　る具体的な例を挙げ、今後、それらの実現において重要となってくると予想される技術に
　　　　　　ついて述べよ。

　　　　Ⅱ－２－２　ＵＭＬで規定されているクラス図とユースケース図についてそれぞれ説明し、
　　　　　　利用上の留意点について論述せよ。

　　　　Ⅱ－２－３　ホームページを作成する際、ハイパーリンクを用いることでリンク先のコンテ
　　　　　　ンツをあたかも自分のホームページのコンテンツであるかごとく利用することができる。
　　　　　　このハイパーリンクを用いるにあたって配慮しなければいけない問題について論述せよ。
　　　　　　ただし、著作権法に関する問題と著作権法以外の問題を各２点以上とりあげること。

　　　　Ⅱ－２－４　最近インターネットで脅威となっているフィッシング（Phishing）について、
　　　　　　どのような行為のことであるかを概説せよ。また、フィッシングは、どのような技術を用
　　　　　　いて行われているかを解説するとともに、その対抗策についても述べよ。



２．午後
　　選択科目　（１６－１）　コンピュータ工学

　Ⅰ－２　次の3問題のうち2問題を選んで解答せよ。（緑色の答案用紙を使用し、問題ごとに
　　　用紙を替えて解答問題番号を明記し、それぞれ3枚以内にまとめよ。）

　　　Ⅰ－２－１　電子透かしとは何か。また、その使用目的と代表的な手法を述べよ。

　　　Ⅰ－２－２　ＣＰＵの処理性能向上を目的として利用されるＳＩＭＤについて、その実現方法、
　　　　　特徴および課題について述べよ。

　　　Ⅰ－２－３　計算機システムが外部から侵入を受けたとき、被害を最小限に抑えるのに有効
　　　　　なＯＳのセキュリティ技術を２つ挙げ、それぞれについて説明せよ。


